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７ 何人かの人を，2 つの組と 3 つの組に分ける方法を考えます。ただし，1 人だけで

も組とします。例えば，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの 4 人を 3 つの組に分ける方法は，次のよう

に 6 通りあります。

(ＡとＢ，Ｃ，Ｄ) (ＡとＣ，Ｂ，Ｄ) (ＡとＤ，Ｂ，Ｃ)

(ＢとＣ，Ａ，Ｄ) (ＢとＤ，Ａ，Ｃ) (ＣとＤ，Ａ，Ｂ)

このとき，次の各問いに答えなさい。

(1) Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの 4 人を 2 つの組に分ける方法は何通りありますか。

(2) 次に，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの 5 人を 2 つの組に分ける方法を(1)を利用して考え

ると，次のような式で求まりました。ただし，○ア と○イ は 1 以上の整数です。

(4 人を 2 つの組に分ける方法の総数)×○ア ＋○イ
アとイに入る整数はいくつですか。

(3) Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの 5 人を 3 つの組に分ける方法は何通りありますか。
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(1) (ｱ) 1 人と 3 人の組に分けるとき･･1 人の組がだれか決まれば，組み分けは 1 通

りに決まるので 4 通り。

(ｲ) 2 人と，2 人の組に分けるとき･･2 つの組を 1 組，2 組のように区別すると，

4 人から 2 人選ぶ場合の数から 4 × 3 ÷ 2 ＝ 6 通

り。ところが，組に組に区別はないので

組み分けは 6 ÷ 2 ＝ 3 通り。

よって，組み分けは全部で 4 ＋ 3 ＝ 7 通り あります。

(2) 5 人を，

1 人と 4 人の組に分けるとき･･(1)と同様に考えて 5 通り。

2 人と 3 人の組に分けるとき･･(ｱ)の 1 人の組にＥを入れると考えると 4 通り。

また，(ｲ)のどちらかの組にＥを入れると考える

と，Ｅの入れ方は(1)の 3 通りのそれぞれについ

て 2 通りずつあるので，分け方は 3 × 2 ＝ 6 通り。

よって，組み分けは全部で 5 ＋(4 ＋ 6)＝ 15 通り。

15 ＝ 7 × 2 ＋ 1 より，

(4 人を 2 つの組に分ける方法の総数)× 2 ＋ 1 通りあります。

ア＝ 2，イ＝ 1 です。

(3) 5 人を，

1 人と 1 人と 3 人の組に分けるとき･･5 人から，1 人の組になる 2 人を選べば，組

み分けは 1 通りにきまるので，

5 × 4 ÷ 2 ＝ 10 通り。

1 人と 2 人と 2 人の組に分けるとき，まず 1 人の組の決め方が 5 通りあり，そのそ

れぞれについて残りの 4 人を 2 人，2 人の 2 組に

分ければよい。4 人を 2 人，2 人の 2 組に分ける

方法は(ｲ)より 3 通りあるので，

5 × 3 ＝ 15 通り。

以上の結果から，組み分けの方法は全部で 10 ＋ 15 ＝ 25 通り あります。
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